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「豊島区社会的養育推進計画（素案）」のパブリックコメント実施結果について 

 

 

１ パブリックコメント実施概要 

実施期間：令和６年１１月１日（金曜）から令和６年１１月２９日（金曜） 

周知方法：広報としま令和６年１０月２１日号、区ホームページ 

閲覧場所：行政情報コーナー、図書館（雑司が谷図書貸出コーナー除く）、区民事務所、区民ひろば、

子育て支援課、区ホームページ 

受付方法：電子メール１件 

意見件数：６件 

 

２ お寄せいただいたご意見と区の考え方 

番号 該当項目 ご意見等の概要 区の考え方 

１ 

第３章 （ 3 

代替養育を

必要とする

子どものパ

ーマネンシ

ー保障に向

けた取組） 

子どもを措置する時と同様、家庭復帰

の過程も丁寧に進める必要がある。里

親家庭であれば、子どもの意見、里親

の意見、実親の意見を丁寧に時間を

かけて聞き取りながら、そのタイミン

グをはかる必要がある。里親が、突然

一方的に子どもを引き上げられたと

感じるようなことのないような配慮が

必要である。 

措置解除にあたっては、子ども自身だ

けでなく、実親や里親等も含めた、各関

係者が協同して進めていくことが大切

です。特に、里親委託不調や、急な事情

により措置解除を余儀なくされる場合

でも、丁寧に行政の説明責任を果たす

とともに、里親が次の委託に前向きに

なれるよう、心理ケアにも力を注いでい

く必要があると考えています。 

ご意見を踏まえ計画への記載を行いま

す。【記載に反映】 

２ 

第３章 （ 5 

里親・ファ

ミリーホー

ムへの委託

推進に向け

た取組） 

子どもの最善の利益を追求し、虐待を

受けた子どもたちが、地域から切り離

されることなく同じ学校に通えるよう

に、やむを得ない場合を除き、豊島区

の里親に措置することを第一としてほ

しい。そのためには区内の里親を増や

す必要がある。 

子どもにとって、区外の施設への措置

等による転校等の環境の変化は心理的

に大きな負担となる可能性があります。

社会的養護が必要な状況になった児童

にあっても、登校が可能な児童には、で

きる限り、これまでの通学環境を保障す

るため、区では「１小学校区２家庭」の里

親数を整備することを目標としていき

ます。 

ご意見を踏まえ計画への記載を行いま

す。【記載に反映】 
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３ 

第３章 （ 5 

里親・ファ

ミリーホー

ムへの委託

推進に向け

た取組） 

長期に預かる里親だけでなく、いわゆ

る「3 日里親」や「週末里親」を制度と

して確立し、予防的に家庭を見守る体

制を作ることが、子どもを長く措置す

ることになるよりコストも少なくて済

むと思う。 

家庭への支援として、ショートステイ事

業を実施しており、今後も重点を置いて

事業を展開し、予防的効果の拡充を図

っていきます。 

また、短期で受け入れ可能な里親を整

備することにより、長期間の受託が難し

い場合であっても生活に合わせた受託

が可能となるよう、里親の裾野を広げ

ていきたいと考えています。 

ご意見を踏まえ計画への記載を行いま

す。【記載に反映】 

４ 

第３章 （ 5 

里親・ファ

ミリーホー

ムへの委託

推進に向け

た取組） 

慣れ親しんだ里親は子どもをサポート

してくれる大事な人的資源である。家

庭復帰したら連絡が取れなくなるので

はなく、里親との関係も継続できるよ

うに考えてほしい。 

里親や施設に子どもが措置された実

親に対しても同様で、なるべく面会の

機会をつくり、成人するまで社会的養

護の下にあったとしても、その後の長

い人生をサポートしてくれるであろう

実親との関係を切らないようにしてほ

しい。 

家庭復帰をした場合にあっては、里親も

実親養育の支援者の一人として、措置

解除後の子どもの成長を支えるサポー

ターとなりうるため、フォスタリング機

関も活用した交流について、検討してい

きます。 

個別の事情により実家庭に家庭復帰で

きない場合であっても、子どもの意向

等を踏まえながら親子交流を続けるこ

とで、お互いを認め合える関係となるよ

う援助を行っていきます。 

ご意見を踏まえ計画への記載を行いま

す。【記載に反映】 

５ 

第３章 （ 7 

区内におけ

る社会的養

育充実のた

めの施設の

あり方） 

児童養護施設も必要だと思う。これま

でのような広大な敷地や大きな建物

ではなく、グループホーム形式で、地

域の民家を使って点在する施設が、社

会的養護として望ましいと思う。ま

た、児童養護施設でショートステイやト

ワイライトステイの受け入れができれ

ば、区内の家庭が通いやすくて良いと

思う。 

区としても里親支援や地域の家庭支援

機能を備えた家庭的環境の本体施設

と、地域の戸建て住宅などを活用した

グループホームの展開が望ましいと考

えています。また、ショートステイ及びト

ワイライトステイ事業の実施は、一般家

庭及び支援を必要とする家庭ともに、

家庭養育を支援するために欠かせない

ものであると考えています。 

ご意見を踏まえ計画への記載を行いま

す。【記載に反映】 
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６ 

第３章 （ 8 

児童相談所

の 体 制 強

化） 

児童相談所の体制は、現在の児童福

祉司等の人数では厳しいのではない

かと思う。人材を増やし、一人当たり

の受け持ちケース数を減らし、子ども

のために動く余裕のある体制を作っ

てほしい。 

児童福祉の向上に係る新たな取組等、

児童相談体制の強化・維持のためには

人員体制の強化が必要不可欠です。特

に、職員の支援や指導教育を担うスー

パーバイザーの人材を確保するため、区

としても計画に記載のとおり、東京都と

の連携も視野に中堅・ベテラン層の人材

育成を強化し、安定した体制を築けるよ

う努めます。【記載変更なし】 

 


